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Abstract:　 This article is a translation of Philippe Sollers’s La Connaissance comme Salut into Japanese, which
tells us the relationship between Sollers and Gnosis. In his novel Les Voyageurs du Temps, Sollers quotes a lot from
the archives of Nag Hamadi. For Gnostics, Relief comes as knowledge when man hears and incarnates Word. Word
incarnated, Death, and Resurrection are not only limited to Christ, but also happen repeatedly for all who have
replied to the call of Word. Philippe Sollers, in his writings, practices lots of citations from the beginning of his
career. It seems that he reinterprets his method of writing in the light of Gnosis. When he quotes from his favorite
authors, he incarnates Word. At that moment, resurrection is made inside and he wins the death.
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モ ワ ー ジ ョ ワ
」が開花することを可能にします。ぬ
かるみから抜け出す幸福。悪 魔
ディアボロス
にわが身をむさぼらせて
いるひとびとにとってはお生憎様です。「誤謬は苦痛に満ち
た伝説である」、とロートレアモンは言ってます。人間は書
物のなかで不幸を創造すべきでないとも付け加えてます。
人間にできることは、不幸に関する道徳的な記述を示すた
めただ不幸を描写することだけです。モラリストの手にペ
ンを授けてごらんなさい、かれはあらゆる詩人に優るで
しょう。これはなにも教訓をたれるということを意味しま
せん。そうではなく議論の余地ない格言に到達することを
意味します。「理解できぬ把捉できぬもの」？　違います。
わたしはグノーシス的な救済において到来するものを完璧
に把捉し理解します。この知識こそが喜びを生じさせるの
です。知恵はみずからを楽しむのです。
――――グノーシス派のひとびとは「忘却」と「嘘のねつ
造」の支配を告発しています。たとえこの支配がこの世界
を完全に牛耳っているとしても、かれらはいかなるときで
あれそれに打ち勝つことができると考えています。あなた
も同じ意見ですか？　もしそうなら、どんな条件において
でしょう？　グノーシス派のひとびとのように、この世界
は隅から隅まで贋造されている――そしてギ・ドゥボール
の表現に倣って言うと、今現在の「統合された見世物的」時
代においてはかつてない以上にそうなのですが――と認め
つつも、ひとはまだ贋造以外の別のものに行き着くことが
できるでしょうか？
Ph.ソレルス　：　グノーシス派のひとびとはこの世界に打
ち勝とうとはしていません。かれらはただ救済を追求して
いるだけです。世界は「悪しきもの」の取り分となってい
るままです。世界が贋造されていてもどうでもいいことで
す。重要なのは劫罰と救済のあいだでの戦争です。ドゥボー
ルですか、儀礼的な賛辞ならかれに捧げられるでしょう。し
かしかれは社会的なものに囚われたままです。社会的なも
のがあまりにも多すぎると、時間の自由な次元が阻害され
ます。かれは自分の単独性から出発して、まったくグノー
シス的な孤独のなかで語っています。想像の共同体の名に
おいてみずからを表明しているのだと主張はしていますけ
れども。これが共同体の問題です。共同体とはつねに想像
のものなのです。だとすれば、もうこれをかぎりに、永久
に、共同体を諦めるほうがまだいい。グループもない。団
体もない。政党も皆無。「われわれ」の解体。「ひと」をば
らばらにすること。いまや社会が神となっていますが、こ
の新しい偶像にたいしては断固とした無神論者であるこ
と。晴れ間を、救済を探し求めること。強烈な喜びを、心
を奪う幸福を認めること。この点に関してドゥボールはま
だその手前に留まっています。自我に関する愚かで痛まし
いかれの言葉がそれを証明しています。
グノーシスにとって「ニヒリズム」という語はこんにち
起こっていることを描写するのに十分ではありません。こ
の語が、西洋形而上学が技術的な統治として地球上に君臨
しているときに、その堕落を指し示していることは何の疑
いもありません。しかしわれわれの目の前で繰り広げられ
ている邪悪さは社会的搾取をはるかに上回る結果を招くも
のです。この点についてはシェリングの方がマルクスより
も貴重であることが判明します。ついでに信心深い偽善す
べてに対しては、ヴォルテールの皮肉を忘れないようにし
ましょう。
グノーシス派は勝者です。かれは、たんに戦争に負けな
いだけでなく、敗北したものの前でも身をかがめません。敗
者に敬意を表して追悼することもありません。詩人は呪わ
れていません、ヴェルレーヌの駄弁において以外は。挫折
は勝つことを学ぶためのひとつの手段にすぎません。マニ
教徒たちが描いている「大いなる戦争」に直面させられた
とき、挫折するのは禁じられています。英雄的な戦士が敗
北を喫したとき、かれらに敬意を表することはできますが、
しかしそれも敗走する魅力に足をからめとられること無し
にです。ドゥボールは負けた。じゃあね！
社会的なものは錯覚です。決して賭け金とはなりません。
ひとはあれやこれやの実践に加わることもあるでしょう
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が、それは戦術でしかありません。社会的なもののうちに
は、尊敬すべきものも、真面目なものすら何もありません。
社会的なものの真実は犯罪のなかに横たわっています、そ
してそれはグロテスクなもののなかで開花します。
――――『フィリポによる福音書』に以下のことが読めま
す、「死者たちの相続者たちはかれら自身死んでいる。かれ
らが相続するのは死者たちからである。生きているものの
相続者たちはかれら自身生きている。かれらは生きている
ものと死者たちから相続している。死者たちは誰からも相
続しない」。この奇妙な言い回しはあなたに何を吹き込みま
すか？
Ph.ソレルス　：　死者たちですか、かれらがみずからを葬
り去るにまかせましょう。生きているものとの一体性のな
かにいるひとについては、かれが生者たちと死者たちから
「相続している」のは当然です。間断なく死者たちを、肉体
的な死者たちだけでなく精神的な死者たちを生産している
犯罪的なプロセスのことすべてを、かれは知っています。あ
らゆる大陸での、あらゆる言語での、文明の歴史は、あな
たにその情報を与えることしか求めていません。もしあな
たが知識を得れば、あなたはこの歴史の隠れた力を所有し
ます。その力はあなたの目に飛び込んでくる。これがあな
たを恐れさせることがないように。知恵は救済の手段に関
わっています。さまざまな手段のうちで、地獄についての
正確な科学があります。みずからを救済するひとは悪のロ
ジックのことも熟知しています。かれにとって死と狂気は
感じの良い二人の娘です。
知識を欲しないひとびと、社会的なものという鳥もちに
捕われているすべてのひとびとを、たとえかれらが右翼で
あろうと左翼であろうと、わたしは蒙昧主義者と呼びます。
というのもかれらは、かれらの知らないうちに「闇黒」に
仕えているからです。滑稽なのは、決してかれらはみずか
らが仕えているものが何なのか詳細を知ることはないだろ
うということです。
――――グノーシス派のひとびとは、天地創造をやっつけ仕
事であると解釈することによって、世界の「ねつ造」その
ものを問題にします。かれらはあらかじめ弁神論を拒絶し
ているのではないですか？　かれらの存在は、さまざまな
姿をとって存在している「哲学主義」には受け入れ難いの
ではないでしょうか？　かれらは、ハイデガーが「存在－
神学」と名付けているものの枠組みを爆破させているので
はないですか？　そしてかれらは、ラビ的なユダヤ教とカ
トリック教会を同時に拒否しているのではないでしょう
か？
Ph. ソレルス　：　「天地創造」については、実際それは誤
りです。それは「屍の学校」です。『トマスによる福音書』
が言っている通りです、「世界を知ったものは屍を見い出し
た」。生後 7日の赤ちゃんでさえ老人よりそのことをよく承
知しています。新生児のほうが知識人より生と光について
よく知っているのです。哲学の悲惨はあまりにもひどいの
で、哲学は自分をつねり始めているほどです。あの「太陽
の快楽主義者」（よく言うよ！）ミシェル・オンフレが、グ
ノーシス的なサドに連結し得るものを読んでごらんなさ
い。あなたは哲学の貧困に関して十分な観念を得ることで
しょう。すなわち社会的哲学の蒙昧主義です。わけのわか
らないことを口ごもる下品さを背景とした愚かしいごまか
し。言葉が選択の対象としたわけでもない人間が、かれの
言語のもっとも偉大な天才のひとりに哀れにも復讐してい
るのです。このような復讐の見世物は、もっと図々しいや
り方でずっとわれわれに押しつけられることでしょう。こ
んな哲学の下品さはわたしを笑わせます。わたしは哲学の、
悲愴というよりはずっと滑稽な、道化的な性格を感じ取る
ことができます。
グノーシスは「哲学主義」にとっていつまでも受け入れ
難いものでしょう。そうは言っても、同一面上にラビ的な
ユダヤ教とカトリック教会を置いてみるのも、気をそそる
ことです。しかしここではその誘惑に逆らうのがいいで
しょう。シンメトリーの効果が容易にわれわれを説得する
かもしれませんが、しかしどうしようもないではありませ
んか、あの恐ろしいグノーシス派のひとびとは最終的に
ローマ教会を選ぶのです。
かれらはカトリックに投票するのです！　おぞましいこ
とですが、甘受するしかありません。カトリック教会、す
なわち普遍的な教会は、なんでもかんでもポケットにし
まって、それで何の問題もないのです。『聖書』、『コーラ
ン』、ギリシア正教会信者、中国語、サンスクリット語、グ
ノーシス。カトリック教会はこれらの大海原に祝福を注ぎ
ます。これは文化的多様性とは何の関係もありません、こ
んにち効力を発揮している人道的なプロパガンダにとって
は気に入らないことでしょうけれど、これは統一性なので
す、それを「法王」という白鯨が人格化しているのです。
おわりに
ソレルスにとってグノーシスがいかなる価値を有してい
るのか、その一端がこの質疑応答から見えてくるはずだ。グ
ノーシス派によると、言葉の受肉、死、復活というのは、イ
エスに限られた体験ではない。呼びかけとしての言葉、そ
して言葉の姿をまとった知識に応じるものすべてに到来す
る出来事なのである。またこの出来事は一度かぎりのもの
でもないし、復活したわたしは永遠に死なないというので
もない。言葉が受肉し、古いわたしが死に、わたしが復活
するのは、その場ですぐに起こることであり、その瞬間に
わたしは死に打ち勝っている。しかしわたしはそれによっ
て劇的に変化するわけではないし、そのような復活はそれ
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をかぎりに永遠の世界に入るのでもない。この世において
それはその後何度も繰り返されるのである。ソレルスはこ
れを次のように述べている、「第二の誕生としての復活につ
いての知恵は、絶え間なく与えられ、繰り返し与えられる
のです。この知恵は決して獲得されません」。ごく初期から
ソレルスはみずからのエクリチュールに他のテキストを引
用し、織り交ぜてきた。その引用するという行為をグノー
シス派的に解釈してみると次のようになるだろう。ソレル
スがたとえばロートレアモンのある一節を引用する。それ
はソレルスがロートレアモンのテキストからの呼びかけに
応じていることである。その呼びかけに応じるときロート
レアモンの言葉がソレルスのうちにおいて具肉する。この
ときソレルスのなかの古いわたしは死ぬ。そしてロートレ
アモンの言葉とともに復活したソレルスは、そのとき死に
勝利している。短いが持続する覚醒。しかしこのような言
葉の受肉、死、復活という体験はその後も何度も繰り返さ
れる。これがソレルスにおける「時間の内部そのものでの
死に対する勝利」というものの実態であろう。そしてソレ
ルスのエクリチュールはこのような体験を書きとめていっ
たものであるように思われる。
読むという行為、引用するという行為、書くという行為。
人文系の研究者なら普段当たり前のように行っている行為
であろう。それをグノーシスの観点から解釈し直すという
のは新鮮ではある。またソレルスの見方からするとダンテ
もサドもランボーもロートレアモンもハイデガーもラカン
もグノーシス派だということになる。つまりキリスト紀元
数世紀のあいだに実在したグノーシス派だけをソレルスは
グノーシス派であると呼んでいるわけではないのだ。かれ
にとって真理の言葉を発するものはみな、グノーシス派以
前のものであろうと以後のものであろうと、グノーシス派
なのだ。
しかし実際のグノーシス派は現世にたいしてあまりに諦
念的ではなかったか。イエスのほうがまだ現実社会に波乱
を引き起こす分だけ現世の生に関わっているのではない
か。グノーシス派的な社会と光の善悪二元論は逆に社会に
対するニヒリズムを蔓延させはしないだろうか。ソレルス
は「社会的なもの」を敵視するあまりみずからが有してい
る社会性を閑却していると思われる。またかれはローマ教
会の普遍性、統一性、一体性を信じて疑っていないが、そ
の普遍性はムスリムやヒンズー教や仏教に通ずる普遍性な
のかどうか。もし本当の普遍性があるとすればそれは「地
球規模の」普遍性であるべきではないのか。このような疑
問を感じないわけではないが、しかしソレルスのこのグ
ノーシス論が『時間の旅人たち』を読解するうえで参考と
なるものであることは間違いない。そのことを確認してこ
の辺でやめておくことにする。
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（東京海洋大学大学院海洋科学系海洋政策文化学部門）
要旨：　この記事はフィリップ・ソレルスの「救済としての知識」（これはソレルスとグノーシスとの関
係を語っているものだが）を日本語に翻訳したものである。その小説『時間の旅人たち』（2009年）でソ
レルスはナグ・ハマディ文書から多くを引用している。グノーシス派にとって「救済」はひとが「言葉」
を聞き具肉化する時に訪れる。具肉した言葉、死、復活はキリストにのみ限定されておらず、「言葉」の
呼びかけに応じたものすべてが繰り返し起こる体験なのである。フィリップ・ソレルスはその初期からみ
ずからのエクリチュールにおいてたくさんの引用を実践してきている。かれはみずからのエクリチュール
の方法をグノーシスの光のもとに再解釈しているようである。かれがかれのお気に入りの著作家から引用
するとき、かれは「言葉」を受肉している。その瞬間かれの内部で復活がなしとげられ、かれは死に打ち
勝つのである。
キーワード：　　ソレルス、時間の旅人たち、ナグ・ハマディ、グノーシス、言葉、復活
